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	令和8年度第1回階層別研修
	管理職の役割を正しく理解し、 チームとして成果を出す 仕組みづくりを学ぶ
	管理職のための マネジメント基礎研修
	　管理職として役割を担うようになると、これまでのプレイヤーとしての働き方だけでは通用せず、部下への関わり方やチームとして成果を出すためのアプローチに迷う場面が増えます。特に、新任の管理職や現場リーダー、管理職経験が浅い方にとっては、現場で必要とされるマネジメントの基本を体系的に学ぶ機会が少なく、自己流の判断や対応に留まってしまうケースが多くあります。 　本研修では、管理職の役割をあらためて整理し、チームとして成果を出すための考え方や仕組みづくりの基本について、現場に即した事例を交えながら詳しく学びます。他の参加者との意見交換を交えながら、現場で実践できるマネジメントの土台を身につける機会としてぜひご活用下さい。
	令和8年 5月27日(水) 9:30～16:30
	対象・新任の管理職、現場リーダーの方、現任でまだ経験が浅い方 　　・現場で必要とされるマネジメントの基本を理解したい方
	□会場　　ソニックシティ603 □講師　　株式会社 インソース　山口 大輔　氏　 □定員　　40名(先着順) □参加費　【会員】　15,400円(税込)【非会員】46,200円(税込)　 　　　　　※ご請求書は5月20日(水)以降に順次ご送付いたします。 　　　　　(開催日の前日までは全額返金いたします) □申込　　弊会HP、右記QRコード、以下申込書にてお申込みください。
	(株)インソース 山口大輔 氏



	　大手カード会社でコールセンターサービス、ネットサービス企画、CS推進など多岐に　わたる業務を経験。2008年よりヤフー株式会社にて子会社設立プロジェクトをリードし、100名規模のコンタクトセンター立ち上げを成功させる。その後、人財開発部で人材開発の仕組みづくりに従事し、２０１５年より(株)インソースにて講師として登壇。豊富な現場経験を基に、管理職育成・業務改善・CS対応など幅広いテーマの研修で活躍している。

